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平成20年3月期  中間期及び通期 連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  当中間期における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成 19 年８月 10 日付当社「平成

20年3月期  中間期及び通期 連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて発表いたしました平成20年３月期

の連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

1. 平成20年3月期連結業績予想の修正 

（1）中間連結業績予想の修正（平成19年４月１日～平成19年９月30日）             （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

 前  回  予  想 （Ａ）  6,479 △110 △ 50 △150 △ 8円  08銭 

 今  回  修  正 （Ｂ）  6,587    31    58 △413 △22円  27銭 

 増  減  額  （Ｂ-Ａ）    108   141   108 △263 ― 

 増 減 率 （ ％ ） 1.6    ―    ―    ― ― 

 

（2）通期連結業績予想の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日）            （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

 前  回  予  想 （Ａ） 15,150   360   480   280  15円  08銭 

 今  回  修  正 （Ｂ） 15,150   600   670   200  10円  78銭 

 増  減  額  （Ｂ-Ａ）      0   240   190 △ 80 ― 

 増 減 率 （ ％ ） 0.0   66.6   39.5  ― ― 

 

 



 

（3）修正の理由 

  当中間期の売上高は 1.6％の増加となり、営業利益以下各段階利益においては第１四半期より実施しまし

た施策が奏功し、前回予想を上回る結果となりました。 

主な要因は、第一に利益率の高いプロパー商品の販売が好調に推移したことと売上原価のコスト削減によ

って、粗利益率が予想より大幅に上回りました。 

 第二に販売費及び一般管理費は、徹底した諸経費の見直しと物流センター経費の圧縮により各コストが大

幅に削減いたしました。 

 下半期につきましても、上記施策を継続することにより通期の連結営業利益は240百万円、連結経常利益

は190百万円の増加の見込みであります。 

また当期純利益は、同日発表の「特別損失の発生に関するお知らせ」のとおり約450百万円の特別損失計

上によって、80百万円減少する見通しであります。 

 

（4）ご参考：前期の連結実績（平成18年４月１日～平成19年３月31日）          （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り   

当 期 純 利 益 

中  間  期  6,431   △365 △332 2,234 120円  34銭 

通     期 15,002      30   101 2,435 131円  20銭 

 

※ 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 


